
　
守山まるごと活性化　議事要旨

日時： 令和元年９月17日（火）

場所：

出席者：

出席者（行政）：

→Ｆプロジェクトで協議する。

（2）その他
・速野学区のこれからのまちづくりについて

学区全体として議論できるようになったことで、自治会単位でできなかったことができるようになった。

意見を集約し、学区の財産になるように、県や市へ提案。
速野学区にとってびわこ地球市民の森はどうあってほしいのか。具体的に討議内容を絞った方がよい。

まちづくりは自治会単位での活動が中心であった。まるごと活性化が始まり学区単位で活動もできた。
6年目に入り、今までにない大きな成果があった。

→Ｆプロジェクトのワークショップを中心に考えていく。

自治会の垣根を超えて幅広いメンバーが集まった。

学区を全面に出した取り組み・・・・多くの自治会にまたがっている、びわこ地球市民の森にスポットを

次回以降に
ついて

　　　　　ふるさとづくり委員会　　10月24日（木）19：30～

・大川デッキを有効活用したおもてなし事業について
大川デッキで、ビワイチの人たちをおもてなしする。プロジェクトが連携し、鮒寿司の販売をすることも

次回　　グループリーダー会議　10月9日（水）19：30～

決定事項 まるごと活性化事業の取り組みについて

挙げられる。

○Ｃ：環境パトロール(8/17)　9名　はやのの森探検隊(森づくりサポーター)、ノルディックはやの、

３．委員長あいさつ

　　　 当日受付で午前はキックバイク教室、午後はスキルアップ教室を実施。詳細はグループ会議

○Ｂ：飼育小屋にておまがりぼたる観察会実施(8/21～28)　約200匹飛翔
　　　 ふれあいウォーキングの開催(11/9)　びわこ地球市民の森で説明を受けてから森を散策する。

４．説明事項・検討事項
（1）速野学区のまるごと活性化の取り組み状況について
　・各プロジェクトの進捗状況について
○Ａ：ポケットパーク毎月整備。学区民のつどい(10/20)→サイクリングブース

　　　 にて検討。

２．副学区長あいさつ

会議名： （臨時）ふるさとづくり委員会グループリーダー会議

速野会館小会議室

宮川美紀子、大井豊、西村喜知、永尾秀幸、葭田喜代嗣、堀江清、山田良彦、伊藤潔
（８名）

速野会館　赤井館長、尾中主任

議題 速野学区のまるごと活性化の取り組み状況について

会議要旨
内容

1．開会

　 　　おでかけノルディックを開催(9/1)　20名　小雨だったが、楽しい一日となった。
　　　 森づくりセンター(指定管理者：シダックス)　情報交換会(8/24)　8名

あて、その資源をもっと活かせるような取り組みを検討していく。
Ｆプロジェクトのフォーラムでテーマとして討議の材料としてもよいのではないか。

まるごと活性化での成果や取り組みを学区で共有し、共通認識をもっていくことが重要になってくる。

○Ｄ：夏休み大川自由研究室の開催（8/5）　夏休みこども学習会(8/20)
　　　 農業体験の学習会(8/29)　収穫体験や苗付け体験

　　　 竹灯籠祭り→今年度実施しない。　大川自由研究室の会議(10/17)
　　　 中学生向け環境学習会(8/31)　立命館大学の大学生が主に実施。

　　　 語り部会開催(2/8)　11月上旬に講師と打ち合わせ。
○Ｅ：滋賀の文化財第4回講座受講(8/1)　明智光秀について学んだ。

 　　　学区民のつどい(10/20)→クラフト作り体験ブース

・びわこ地球市民の森の魅力づくりについて

　　　 びわこ地球市民の森いきいきセミナー（ウォークラリー）(11/16)
　　　 ひなぎくこども園にチラシを配布し参加を呼びかける。詳細は明日のグループ会議にて検討。

○Ｆ：フォーラムについて、今後具体的に話し合っていきたい。


